
 

 

 

 

 

 

  

か
つ
て
の
地
域
通
貨
は
、
地
域
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と
か
、
バ
ザ
ー
な
ど
の

売
り
上
げ
を
支
払
う
と
き
に
住
民
間
で
使
う

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ブ
ー
ム
が
落
ち
着
く
と
、
一
部

の
地
域
を
の
ぞ
い
て
制
度
そ
の
も
の
が
終
了

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
地
域
通
貨
が
再
び
注
目
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。 

【
地
域
通
貨
と
は
】 

限
定
し
た
地
域
に
お
い
て
通
用
す
る
通
貨

の
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
言
う
限
定
し
た
地
域

と
は
、
市
町
村
や
地
元
商
店
街
な
ど
の
小
規

模
な
単
位
、
価
値
観
や
関
心
事
を
共
有
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
指
し
ま
す
。 

実
際
の
運
用
に
お
い
て
は
、
紙
幣
を
流
通

さ
せ
る
「
紙
幣
型
」
、
利
用
者
同
士
が
通
帳
を

持
ち
管
理
す
る
「
通
帳
型
」
、
小
切
手
を
印
刷

し
て
使
用
す
る
「
小
切
手
型
」
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
発
行
し
て
電
子
マ
ネ
ー
と
同
様
に
管
理
し

て
使
用
す
る
「
電
子
型
」
な
ど
が
あ
り
、
ユ

ー
ザ
ー
の
属
性
を
考
慮
し
た
形
式
が
採
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

２
０
０
０
年
代
以
降
の
地
域
通
貨
は
、
商

品
券
の
よ
う
に
事
業
者
の
が
み
換
金
で
き
る

も
の
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ

っ
て
、「
令
和
の
地
域
通
貨
」
が
、
地
域
の
中

で
ユ
ー
ザ
ー
間
の
贈
与
や
支
援
の
媒
介
と
し

て
使
用
さ
れ
る
他
、
当
該
地
域
を
中
心
に
提

供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
の
対
価
な
ど
、

そ
の
使
い
道
は
さ
ら
に
向
上
し
た
の
で
す
。 

【
地
域
通
貨
は
民
間
主
導
】 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
に
よ
っ
て
管
理
や
運
営
の
手
間
が
軽
減

し
た
こ
と
か
ら
、
民
間
が
運
営
・
主
導
す
る

地
域
通
貨
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

特
に
最
先
端
と
言
え
る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル

形
式
を
導
入
し
た
こ
と
で
地
域
通
貨
を
浸
透

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ

ン
」
（
岐
阜
県
高
山
市
）
、
そ
れ
に
「
ア
ク
ア

コ
イ
ン
」（
千
葉
県
木
更
津
市
）
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
も
評
判
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
２
種
類
の
地
域
通
貨
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
ス
マ
ホ
で
気
軽
に
使
用
で
き
る
こ
と
、

中
高
生
な
ど
の
若
い
世
代
で
も
使
い
や
す
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
数
が
２

万
人
を
う
か
が
う
勢
い
と
な
り
、
使
用
で
き

る
商
店
も
約
１
５
０
０
店
と
地
域
経
済
の
中

で
十
分
に
存
在
を
発
揮
す
る
ま
で
に
至
っ
て

い
ま
す
。 

【
地
域
通
貨
が
生
み
出
す
絆
】 

地
域
通
貨
が
再
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
管
理
や

運
用
が
し
や
す
く
な
っ
た
か
ら
だ
け
で
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
礼
に
地
域
通
貨
を
渡

す
な
ど
し
て
、
結
果
、
地
域
の
こ
と
に
目
を

向
け
る
よ
う
に
な
り
、
自
然
と
住
民
間
の
交

流
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 



 

顔
面
の
筋
肉
を
動

か
す
神
経
に
麻
痺
が

生
じ
る
病
気
で
、
顔
の

一
部
分
が
思
う
よ
う

に
動
か
せ
な
く
な
っ

た
り
、
口
を
閉
じ
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ

た
り
す
る
た
め
、
会
話

を
す
る
こ
と
や
、
食
べ
物
を
咀
嚼
す

る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
日

常
生
活
に
困
難
を
き
た
す
症
状
が
あ

り
ま
す
。 

●
顔
面
麻
痺
の
原
因 

顔
面
麻
痺
は
、
中
枢
性
の
も
の
と

末
梢
性
の
も
の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
中
枢
性
の
も
の
は
脳
出

血
、
脳
梗
塞
、
脳
腫
瘍
な
ど
を
原
因

と
し
て
発
症
し
、
速
や
か
に
対
処
が

で
き
れ
ば
顔
面
麻
痺
も
回
復
し
ま
す

が
、
対
処
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は

麻
痺
と
し
て
後
遺
症
が
残
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。 

も
う
一
方
の
末
梢
性
の
顔
面
麻
痺

は
、
主
に
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
の
再

活
性
化
が
原
因
で
、
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ

ル
ス
が
健
康
な
細
胞
や
神
経
を
攻
撃

す
る
こ
と
で
神
経
の
動
き
が
乱
れ
、

麻
痺
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

●
顔
面
神
経
と
は 

顔
面
の
動
作
を
つ
か
さ
ど
る
神
経

は
、
脳
か
ら
側
頭
骨
、
耳
の
下
を
通

り
、
顔
面
の
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
肉
に
張

り
巡
ら
さ
れ
た
神
経
の
こ
と
で
、
こ

れ
ら
の
神
経
の
ど
こ
か
で
異
常
が
生

じ
た
と
き
に
、
顔
面
麻
痺
が
起
こ
り

ま
す
。 

顔
面
神
経
は
、
主
な
役
割
で
あ
る

顔
面
の
筋
肉
を
動
か
し
て
表
情
を
操

作
す
る
際
に
動
作
す
る
ほ
か
、
ま
ぶ

た
や
口
を
動
か
し
た
り
、
唾
液
や
涙

の
分
泌
を
促
し
た
り
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。 

●
顔
面
麻
痺
の
診
断
と
治
療 

主
に
診
察
す
る
の
は
、
耳
鼻
咽
喉

科
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
末
梢
性
麻

痺
が
起
き
て
い
る
時
の
場
合
の
対
応

で
、
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
身
体
に
潜
ん
だ
ウ

イ
ル
ス
が
暴
れ
だ
し
て
悪
影
響
を
与

え
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
ま

ず
は
身
体
の
抵
抗
力
の
低
下
を
防

ぎ
、
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
中
心
と
し

た
治
療
に
な
り
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科

の
場
合
、
中
耳
炎
や
耳
下
腺
が
ん
な

ど
の
可
能
性
も
疑
い
ま
す
。 

■暮らしのたより■     玄関、窓から花粉を入れないリフォーム対策！ 

住まいでの花粉対策の基本は、生活空間に花粉を入れないことです。気をつけたいのは、玄関や窓といった

花粉が侵入しやすい場所をしっかりと対策すると過ごしやすさが変わります。まず、花粉を家に持ち込まな

いために、考えたいのが玄関での対策です。帰宅したら、玄関で上着を脱ぐ習慣をつけたいものです。そこ

で便利なのが、コート掛けのついた玄関収納。玄関でコートを脱いで掛けておけば、部屋にはいる花粉の量

をぐっと減らせます。一方、換気のために窓を開けると、花粉が部屋に入ってしまいます。とはいえ、窓を

閉め切ったままというわけにもいきません。花粉を入れないようにしていても、完全にシャットアウトする

のはなかなか難しいものです。入ってしまった花粉に対しては、その働きを抑えることができる床材や壁材

があります。花粉やダニなどのアレルギー物質を不活性化させる加工が施されていて、空中に浮いている花

粉が床に落ちたり、壁の表面に触れるとアレルギー物質の働きが抑制されます。これなら、花粉の影響を最

小限に抑えることができます。花粉が入りにくい上、入ってしまった花粉の働きも抑えられる家なら、花粉

の季節を楽に過ごせるようになりそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バレンタインデーなど

にもおすすめのガトーシ

ョコラ。今回はしっとり

とした生地にドライチェ

リーの甘酸っぱさがアク

セントになっています。 

チェリーには眼精疲労

の予防に効果があると言

われるアントシアニンや

鉄分、そして食物繊維も

豊富です。 

幅広い年代の方に喜ん

でいただけるスイーツ。

あなたの気持ちを込めて

作ってみてくださいね。 

①チョコレートは包丁で細かく刻ん

でからボウルに入れ、オリーブ油を

加える。ドライチェリーは好みで粗

めに刻んでおくとよい。②小さめの

鍋に湯を沸かし、火からおろす。チ

ョコレートを入れたボウルをのせて

やわらかくする。やわらかくなった

ら泡だて器でしっかりと混ぜる。 

③卵は割ってから卵黄と卵白に分けておく。卵黄と卵白は別々に入

れておく。まずは卵黄をチョコレートが入っているボウルに加え、

なめらかになるまで混ぜる。④別のボウルに用意した卵白を 3 回

分に分け、それぞれ砂糖を 3 回に分けて加え入れ、よく泡立てて

メレンゲ状にする。⑤チョコレートのボウルにメレンゲの半量を加

え、切るように混ぜる。⑥ドライチェリー、キルシュを加えてさっ

と混ぜる。型に合わせたオーブンペーパーを切り、型に合わせてし

いておく。型に用意した生地を流し込む。⑦オーブンは 170℃に

予熱しておき、30～35 分ほど焼いたら完成。 

【ポイントメモ】焼き加減はご家庭にある調理器具に合わせて。 

【４人分】 

目元をくっきりと引き締めてくれるアイライナー。仕上がりや使

い心地がタイプごとに違うので、自分に合ったものを選びましょう。 

アイライン初心者や、ナチュラルに仕上げたい場合はペンシルタ

イプ、跳ね上げラインを描きたい、デカ目に見せたい場合はリキッ

ドタイプ、描きやすさと落ちにくさ重視の場合はジェルタイプを選

ぶのがおすすめ。カラーもいろいろなバリエーションがありますが、

最も多いのはブラックとブラウン。よりくっきりと洗練された印象

に見せたい時はブラックを、ナチュラルにかわいらしく見せたい時

はブラウンと、イメージに合わせて色を使い分けるといいでしょう。

アイラインを引いた後は、綿棒を使ってぼかすことを忘れずに。 

チ ョ コ レ ー ト … … … 1 5 0 g 

オ リ ー ブ 油 … … … 大 さ じ 4 

卵（卵白と黄身）………3個 

砂 糖 … … … 5 0 ～ 6 0 g 

ド ラ イ チ ェ リ ー … … 1 0 個 

キルシュ（あれば）…小さじ1 

[ そ の 他 ] 

丸 型 … … 直 径 1 5 ㎝ ほ ど 

オーブンペーパー…型に合う物 

* * * * * 

* * * * * 

* * * * * 



 

 

エ
ム
エ
ス
ホ
ー
ム
の
佐
原
で
す
。
い
つ
も
お
世
話
に
な

り
ま
す
。 

早
い
も
の
で
つ
い
先
日
、
新
年
を
迎
え
た
か
と
思
い
ま

し
た
ら
も
う
一
か
月
が
経
過
し
、
今
月
の
二
月
三
日
は
節

分
・
豆
ま
き
、
そ
し
て
、
二
月
四
日
は
立
春
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
各
地
か
ら
は
早
咲
き
の
梅
の
花
や
水
仙
の
開
花
の

た
よ
り
も
聞
か
れ
、
少
し
ず
つ
季
節
も
春
に
近
ず
き
つ
つ

あ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

し
か
し
、
先
般
、
一
月
中
旬
頃
に
は
一
部
の
地
域
で
か

な
り
の
積
雪
に
見
舞
わ
れ
、
道
路
、
鉄
道
や
空
港
も
大
混

乱
し
、
日
常
の
生
活
に
も
多
く
の
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。 一

方
、
私
共
の
よ
う
な
住
ま
い
の
工
事
に
当
た
る
業
者

も
、
ひ
と
た
び
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
す
と
、
日
々
の
作
業
も

中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、
工
事
の
現
場
に
行

き
き
す
る
道
路
も
通
行
の
支
障
と
な
り
、
作
業
車
も
使
用

で
き
な
い
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
住
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
改
修
を
予

定
さ
れ
て
お
ら
れ
る
お
客
様
も
、
計
画
を
取
り
止
め
ら
れ

た
り
、
変
更
さ
れ
た
り
し
て
、
私
共
の
仕
事
へ
の
影
響
も

大
き
く
な
る
た
め
、
何
と
か
積
雪
だ
け
に
は
な
ら
な
い
よ

う
、
早
い
春
の
到
来
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

ひ
と
り
言 

■お客様の施工現場から■    金属屋根の葺き重ねと外壁の塗装工事/宮久保 Ｔ様邸 

築２５年、建坪３５坪の外壁サイディング張り２階建てのお住まいで、このたび初めてのお付き合いをさせて頂くことにな

りました。こちらでは、新築以来現在まで、屋根、外壁廻りの改修の機会がないままお過ごしになられてこられました。最

近、特に、屋根や外壁の傷みも目立ち始めてきたため、当方への調査のご依頼があり、お住まいを拝見させて頂くことにな

りました。そして、詳しく調べさせて頂きましたところ、既存のコロニアル屋根のあちこちにヒビや剥がれが見受けられ、

屋根の塗装だけでは耐久性を維持できない状態であることをご報告させて頂きました。そこで、既存のコロニアル屋根の上

から下地のコンパネボードと防水シートを張り、さらにその上に、屋根瓦重量の１/１０と軽量で長寿命のガルバリウム鋼板

屋根材を被せて工事を進めさせて頂くことになりました。また、屋根廻りの作業には足場掛けも必要になるため、今回、外

壁の塗装も同時に進めることになりました。その際、外壁サイディング廻りの劣化し防水性の低下した継ぎ目や窓廻りのシ

ーリング材もすべて取り払い、新しいシーリング材を打ち直しさせて頂きました。そして、着工から約１ケ月にて全ての作

業を完了致しました。このたびの改修工事にて、お客様の住まい環境も改善し、これからも安心快適におすごしいただける

ことと思われます。 
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